


2

ご

挨

拶

G
R
E
E
T
IN

G

本
日
は
ご
来
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
京
都
和
文
華
の
会
」
は
日
本
の
伝
統
文
化
に
様
々
な
形
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
多
く
の

方
々
に
そ
の
良
さ
を
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
、
伝
統
文
化
と
京
都
が
好
き
な
有
志
が
集
ま
り
、

２
０
０
５
年
秋
に
任
意
団
体
と
し
て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
最
初
の
試
み
と
し
て
日
本
の
文
化
を
構
成
す
る
柱
の
一
つ
で
あ
る
伝
統
音
楽
を
取
り

上
げ
、
特
に
次
代
を
担
う
方
々
に
そ
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
主
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
共
催
者
で
も
あ
る
真
如
苑
の
社

会
貢
献
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
だ
き
「
日
本
の
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
　
レ
ク
チ

ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
シ
リ
ー
ズ
を
始
め
ま
し
た
。
　

第
１
回
の
「
地
歌
」、
昨
年
５
月
の
「
謡
曲
」、
11
月
に
開
催
の
「
琵
琶
楽
」
と
も
好
評
で
、

「
伝
統
音
楽
が
こ
ん
な
に
も
面
白
か
っ
た
の
か
」
と
、
の
多
く
の
お
声
を
い
た
だ
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。

第
４
回
目
の
今
回
は
、
少
し
趣
を
変
え
て
人
気
が
あ
り
代
表
的
な
伝
統
芸
能
で
あ
る
「
歌

舞
伎
」
か
ら
、
そ
れ
を
支
え
るR

歌
舞
伎
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラr

と
も
言
わ
れ
る
下
座
音
楽
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
構
成
・
解
説
は
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
赤
間
亮

先
生
に
担
当
を
い
た
だ
き
、
永
年
の
蓄
積
を
生
か
し
て
聴
き
見
せ
る
舞
台
を
作
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
出
演
者
に
は
関
西
を
地
盤
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
斯
界
の
第
一
級
の
方
々
を
お
迎

え
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
願
っ
て
も
な
い
事
に
中
村
壱
太
郎
さ
ん
に
特
別
に
ご
出
演
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
本
日
ご
来
場
の
皆
様
は
じ
め
、
関
係
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
の
催
し
が
、
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
皆
様
方
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
伝
承
に

少
し
で
も
お
役
に
た
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
間
も
な
く
開
演
で
す
。
ど
う
ぞ
、
最
後
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

京
都
和
文
華
の
会

代
表
　
早

川

聞

多
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プ

ロ

グ

ラ

ム

P
R
O
G
R
A
M

１
　
総
合
解
説

２
　
楽
器
の
説
明

３
　
大
太
鼓
の
演
奏

休
　
憩

４
　
曲
の
演
奏

５
　
歌
舞
伎
舞
踊
組
曲

特
別
出
演

中
村
壱
太
郎

演
　
　
奏

中
村
寿
慶
（
鳴
物
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

藤
舎
悦
芳
（
鳴
物
）

藤
舎
華
生
（
笛
方
）

杵
屋
浩
基
（
三
味
線
）

今
藤
敏
行
（
三
味
線
）

構
成
解
説

赤
間
　
亮
（
立
命
館
大
学
教
授
）

司
　
　
会

南
端
玲
子
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下
座
音
楽
は
、
歌
舞
伎
が
上
演
さ
れ
る

に
あ
た
っ
て
、
演
奏
さ
れ
る
音
楽
の
内
、

語
り
物
で
あ
る
浄
瑠
璃
以
外
の
囃
子
方
の

担
当
す
る
音
楽
の
総
称
で
あ
り
、
基
本
的

に
下
手
の
黒
御
簾
の
内
で
演
奏
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
い
わ
ば
音
楽
劇
で
あ
る
歌
舞

伎
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
あ
た
る
。
舞
台
上

に
姿
を
現
わ
し
雛
壇
の
上
に
座
っ
て
演
奏

す
る
の
は
、「
出
囃
子
」
と
呼
び
、
特
殊
な

形
式
で
あ
る
。

歌
舞
伎
は
、
お
国
の
歌
舞
伎
踊
り
よ
り

始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
バ
ッ
ク

で
音
楽
を
奏
で
る
役
割
を
担
っ
た
の
が

「
囃
子
方
」
で
あ
り
、
歌
舞
伎
以
前
の
芸
能

で
あ
る
能
楽
を
摸
し
て
い
る
た
め
、
笛
、

大
鼓
、
小
鼓
、
太
鼓
（
四
拍
子
と
い
う
）
が

楽
器
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
歌
舞
伎
の

音
楽
が
能
と
は
っ
き
り
と
区
別
で
き
る
よ

う
に
な
る
切
っ
掛
け
は
、
遊
女
歌
舞
伎
時

代
に
お
け
る
三
味
線
の
導
入
で
あ
っ
た
。

軽
快
な
音
を
奏
で
る
三
味
線
が
取
込
ま

れ
、
そ
の
有
無
が
そ
の
後
の
芸
能
の
性
格

を
決
定
づ
け
た
と
言
っ
て
よ
い
。

・
下
座
の
位
置

さ
て
、
囃
子
方
の
演
奏
場
所
は
、
初
期

歌
舞
伎
で
は
、
い
わ
ば
隠
れ
る
場
所
が
な

く
、
観
客
席
か
ら
見
え
る
正
面
奥
に
並
ん

で
座
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
は
１
７
４
０

年
前
後
の
時
代
に
、
舞
台
装
置
が
発
達
す

る
に
従
い
、
正
面
で
の
演
奏
が
邪
魔
に
な

っ
て
陰
に
隠
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た

た
ら
し
い
。
こ
の
時
期
、
人
形
浄
瑠
璃
の

全
盛
期
に
お
い
て
人
気
を
奪
わ
れ
た
歌
舞

伎
が
様
々
な
工
夫
や
改
革
を
し
て
い
た
大

坂
の
歌
舞
伎
界
に
お
い
て
、
舞
台
機
構
の

様
々
改
良
を
す
る
中
で
、
そ
の
位
置
の
移

動
が
お
き
た
と
予
想
で
き
る
。
そ
し
て
、

上
方
に
従
っ
て
江
戸
で
も
舞
台
向
か
っ
て

右
手
（
上
手
）
の
出
入
り
口
の
脇
に
移
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

「
下
座
」
と
は
こ
の
よ
う
に
舞
台
の
中

央
で
は
な
く
、
脇
の
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
出
た
呼
称
の
よ
う
で
、

こ
の
時
代
か
ら
「
囃
子
方
」
と
も
「
下
座
」

と
も
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
、

「
下
座
音
楽
」
と
音
楽
総
体
に
対
す
る
呼

称
す
る
の
は
、「
下
座
の
音
楽
」
を
縮
め
た

も
の
が
一
般
に
定
着
し
た
も
の
で
新
し
い

用
語
で
あ
り
、
幕
内
で
は
こ
の
言
葉
は
使

わ
ず
、
通
常
「
囃
子
方
」「
お
囃
子
」
と
呼

ん
で
い
る
。

丁
度
こ
の
舞
台
上
手
に
移
っ
た
時
期
に

は
、
江
戸
に
お
い
て
舞
踊
の
大
流
行
と
と

も
に
、
長
唄
の
急
速
な
進
歩
が
遂
げ
ら
れ

て
い
る
。
舞
踊
劇
に
お
け
る
浄
瑠
璃
の
演

奏
は
、
逆
に
「
出
語
り
」
と
呼
ば
れ
る
形
式

を
と
る
よ
う
に
な
り
、
囃
子
方
の
演
奏
も

解

説

歌
舞
伎
の
・
・
・
・
・
・

下
座
音
楽
は
お
も
し
ろ
い

赤
間
　
亮

歌
舞
伎
の
下
座
音
楽

寛政6年（1794）1月江戸河原崎座　

早大演劇博物館118-0091

文化14年（1817）3月「芝居大繁昌之図」 早大演劇博物館118-0001,0002

安政6年（1859）「御狂言楽屋本説」

立命館大学ＡＲＣ所蔵
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下
座
の
外
、

つ
ま
り
は
舞

台
上
で
演
奏

す
る
場
合
に

「
出
囃
子
」
と

呼
ぶ
こ
と
に

な
る
の
で
あ

る
。こ

の
上
手

の
位
置
か
ら

現
在
の
下
手

の
「
黒
御
簾
」
の
内
に
移
る
の
は
、
文
化
終

り
頃
（
１
８
１
７
）
の
錦
絵
に
上
手
下
手

両
側
に
囃
子
方
が
位
置
す
る
も
の
が
あ
る

た
め
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
下
手
側
に
移
り
始

め
、
天
保
の
改
革
に
よ
る
猿
若
町
へ
の
移

転
と
と
も
に
下
手
へ
定
着
し
た
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。
一
方
、
上
方
で
は
、
文
政
二
年

の
南
座
の
劇
場
図
面
（
「
演
芸
画
報
」
大
正

15
年
１
月
　
伊
原
青
々
園
紹
介
）
で
明
ら

か
に
、
上
手

臆
病
口
の
脇

に
囃
子
方
の

座
が
あ
り
、

さ
ら
に
下
っ

て
、
明
治
四

十
年
代
頃
ま

で
は
、
や
は

り
上
手
の
出

入
り
口
の
脇

に
仕
切
り
格

子
を
立
て
て

演
奏
し
て
い

た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
、
松
竹
に
よ
る
歌

舞
伎
興
行
の
全
国
規
模
の
統
合
が
あ
り
、

大
正
期
以
降
、
江
戸
式
の
下
手
黒
御
簾
内

と
い
う
形
が
定
着
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

・
下
座
の
曲
目
と
附
帳

１
８
０
０
年
前
後
に
出
版
さ
れ
た
演
劇

書
に
は
、
す
で
に
数
多
く
の
囃
子
の
曲
目

の
説
明
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
上
げ
ら
れ
た

曲
目
は
、
そ
の
名
称
が
現
在
と
違
っ
て
い

る
場
合
も
の
も
あ
り
、
同
じ
名
称
で
も
、

内
容
が
現
在
と
異
な
る
場
合
も
あ
る
が
、

約
300
種
類
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
に

残
る
曲
目
は
、
800
曲
を
越
え
る
と
言
わ
れ

お
り
、
ほ
ぼ
明
治
期
ま
で
に
定
着
し
た
よ

う
で
あ
る
。
遡
れ
ば
、
元
禄
時
代
の
粗
筋

本
で
あ
る
「
絵
入
狂
言
本
」
に
も
「
天
王
立

ち
」
な
ど
、
現
在
も
使
わ
れ
る
曲
名
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、
長
い
歳
月
を
か
け
て
、

次
第
に
、
曲
目
数
を
増
や
し
、
歌
舞
伎
の

演
出
に
厚
み
を
加
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

現
在
、
こ
れ
ら
を
覚
え
る
た
め
に
相
当
な

修
行
が
必
要
で
あ

る
こ
と
も
こ
の
曲

目
数
か
ら
理
解
で

き
る
。
作
品
に
曲

を
付
け
て
い
く
作

業
は
、
作
品
そ
の

も
の
の
出
来
不
出

来
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
た
め
、

い
わ
ば
現
在
の
演

出
家
以
上
に
、
芝
居
を
よ
く
理
解
し
て
い

る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
音
楽
の
演
出
プ
ラ

ン
ナ
ー
を
「
付
師
」

と
い
い
、
歌
舞
伎
上

演
に
と
っ
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い

る
。囃

子
の
演
出
プ
ラ

ン
つ
ま
り
、
囃
子
の

台
本
を
「
附
帳
」
と

い
う
。
歌
舞
伎
の
全

体
の
台
本
に
は
、
ト

書
き
や
舞
台
書
き
が

あ
っ
て
、
そ
こ
に
も

囃
子
の
指
示
が
書
か

れ
て
い
る
場
合
が
あ

る
が
、
特
別
な
場
合

を
除
い
て
、
書
込
ま

れ
る
こ
と
は
少
な

い
。
そ
の
理
由
は
、

こ
の
附
帳
が
存
在
し

て
い
る
か
ら
で
、
演

奏
の
キ
ッ
カ
ケ
と
曲

目
、
強
弱
を
表
現
す

る
用
語
が
、
き
め
細

か
く
書
込
ま
れ
て
い

る
。

享和3年（1803）「絵本戯場年中鑑」の内「附帳」

立命館大学ＡＲＣ所蔵

文政2年（1819） 南座舞台図

昭和13年3月大阪歌舞伎座「三千両黄金蔵入」の舞台　立命館大学ARC所蔵

明治期の附帳　白樺文庫蔵

（
参
考
）

景
山
正
隆
『
歌
舞
伎
音
楽
の
研
究
』

（
１
９
９
２
年
）
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〈
下
座
音
楽
の
使
わ
れ
る
場
所
〉

１
、
幕
明
き

２
、
人
物
の
出
・
入
り

３
、
人
物
の
居
直
り

４
、
人
物
の
せ
り
ふ

５
、
人
物
の
し
ぐ
さ

６
、
人
物
の
思
入
れ

７
、
見
得

８
、
立
回
り

９
、
特
定
の
場
面

く
り
上
げ
、
殺
し
、
髪
梳
、
物
着

色
模
様
、
濡
れ
場
、
縁
切
り

せ
り
上
げ
、
せ
り
下
げ
、
押
し
戻
し

宙
乗
り
、
だ
ん
ま
り

10
、
場
面
転
換
　
と
く
に
回
舞
台

11
、
幕
切
れ

12
、
幕
外

〈
楽
　
器
〉

・
弦
楽
器
　
三
味
線

・
打
楽
器

小
鼓
、
大
鼓
、
太
鼓
、
大
太
鼓

・
管
楽
器
　
能
管
、
篠
笛

・
補
助
的
楽
器
　
大
拍
子
、
双
盤
、
当
り

鉦
、
本
釣
り
、
半
鐘
、
鈴
、
銅
鑼
、
チ

ャ
ッ
パ
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
、
な
ど

・
雑
楽
器
　
木
魚
、
木
琴
、
駅
路
、
拍
子

木
、
四
つ
竹
、
び
ん
ざ
さ
ら
、
チ
ャ
ル

メ
ラ
、
琴
、
尺
八
、
羯
鼓
、
な
ど

〈
太
鼓
の
効
果
音
〉

通
り
神
楽
、
雨
音
、
水
音
、
浪
音
、
さ

ざ
波
、
滝
の
音
、
雪
音
、
雪
お
ろ
し
、

雪
崩
、
や
ま
お
ろ
し
、
雷
、
ド
ロ
ド
ロ
、

大
ド
ロ
、
薄
ド
ロ
、
時
の
太
鼓
、
三
つ

太
鼓
、
角
力
太
鼓
、
神
輿
太
鼓
、
な
ど

（
※
演
奏
は
こ
の
中
か
ら
一
部
）

〈
演
奏
曲
〉

○
セ
リ
の
合
方

三
味
線
・
太
鼓
・
大
太
鼓
・
能
管
・
そ
の
他

時
代
物
で
、
せ
り
上
げ
、
せ
り
出
し

の
時
に
使
う
。
長
唄
の
一
節
を
と
っ

た
も
の
と
、
特
に
作
曲
し
た
も
の
が

あ
る
。
実
際
に
は
セ
リ
を
使
っ
て
い

な
く
て
も
セ
リ
を
想
定
し
て
い
る
場

面
で
演
奏
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

「
五
山
桐
」
の
山
門
、「
先
代
萩
」
の

床
下
、「
五
郎
」、
な
ど
。

○
助
六
の
前
弾
き

歌
舞
伎
で
は
、
か
つ
て
人
物
の
登
場

時
に
、
そ
の
性
格
を
表
現
す
る
の
に
、

囃
子
を
伴
っ
て
一
振
り
踊
っ
て
み
せ

る
場
合
が
多
か
っ
た
。
現
在
で
も
、

花
道
で
一
旦
止
ま
り
、
名
乗
り
の
台

詞
や
所
作
を
し
て
か
ら
本
舞
台
に
移

る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
時
に
囃
子

を
必
要
と
す
る
。
歌
舞
伎
十
八
番
の

「
助
六
」
の
助
六
の
出
は
、
河
東
節
に

よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
出
端
の

芸
が
残
っ
た
古
風
な
形
で
あ
る
。
今

回
は
、
長
唄
の
「
助
六
」
の
出
の
前

弾
き
を
演
奏
す
る
。

○
立
回
り
の
合
方

殺
し
、
捕
り
物
、
喧
嘩
な
ど
の
場
面

は
、
歌
舞
伎
で
は
様
式
的
に
演
じ
ら

れ
、
決
っ
た
型
や
見
得
を
組
合
せ
て
、

動
き
を
舞
踊
の
よ
う
に
し
、
美
し
さ

を
強
調
す
る
。
下
座
だ
け
で
な
く
、

ツ
ケ
が
用
い
ら
れ
る
。

・
ド
ン
タ
ッ
ポ

小
鼓
・
篠
笛
・
三
味
線
・
大
太
鼓

時
代
物
の
立
回
り
。
「
在
原
系
図
」

（
蘭
平
物
狂
い
）、「
双
巴
級
」
の
五
右

衛
門
の
捕
物
の
場
面
な
ど
。

○
入
り
の
鳴
り
物
（
幕
外
）

・
飛
び
六
法

能
管
、
太
鼓
・
大
太
鼓

幕
外
で
の
六
法
を
踏
む
引
っ
込
み
の

鳴
り
物
。
六
法
と
は
、
両
足
を
同
じ

側
の
手
を
出
し
な
が
ら
、
交
互
に
踏

ん
で
飛
ぶ
よ
う
に
駆
け
込
む
荒
々
し

い
演
技
で
あ
る
。「
菅
原
」
の
梅
王
丸
、

「
勧
進
帳
」
の
弁
慶
な
ど
。

解

説

歌
舞
伎
の
・
・
・
・
・
・

下
座
音
楽
は
お
も
し
ろ
い

赤
間
　
亮
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〈
歌
舞
伎
舞
踊
組
曲
〉

・
次
第

大
鼓
・
小
鼓
・
能
管

能
で
最
初
の
登
場
人
物
で
独
唱
、
地

謡
が
繰
り
返
す
形
式
を
、
能
か
ら
取

材
し
た
曲
の
場
合
に
長
唄
が
継
承
し

た
も
の
。
勧
進
帳
の
「
旅
の
衣
は
す

ず
か
け
の
」
の
部
分
な
ど
。

・
「
元
禄
花
見
踊
」
か
ら
（
前
弾
き
）

原
曲
は
、
１
８
７
８
年
、
東
京
で
新

富
座
が
新
築
さ
れ
た
時
に
、
そ
の
大

切
で
初
演
さ
れ
た
。
上
野
の
山
の
花

見
の
景
で
、
湯
女
、
武
士
、
若
衆
、

な
ど
が
登
場
す
る
元
禄
風
俗
を
う
つ

し
た
内
容
で
、
最
後
は
元
禄
歌
舞
伎

風
に
総
踊
り
と
な
る
。

・
「
吉
原
雀
」
か
ら
（
踊
り
地
）

１
７
６
８
年
11
月
市
村
座
初
演
。
本

外
題
は
「
教
草
吉
原
雀
」
。
長
唄
の

人
気
曲
の
一
つ
。
鳥
売
の
夫
婦
が
吉

原
の
色
模
様
を
語
る
内
容
で
、
前
半

の
踊
り
地
の
部
分
を
今
回
は
演
奏
で

は
組
み
込
ん
で
い
る
。

・
猩
々１

８
７
４
年
７
月
河
原
崎
座
が
新
築

開
場
し
た
と
き
に
初
演
。
本
外
題
は

「
寿
二
人
猩
々
」。
能
の
「
猩
々
」
か

ら
取
材
し
た
作
品
で
、
松
羽
目
物
の

一
つ
。
猩
々
が
二
人
出
て
相
舞
に
な

る
。

・
勧
進
帳

１
８
４
０
年
３
月
河
原
崎
座
初
演
。

七
代
目
市
川
団
十
郎
が
歌
舞
伎
十
八

番
の
一
つ
と
し
て
初
演
し
た
。
能
の

「
安
宅
」
か
ら
取
入
れ
た
作
品
で
、

現
代
に
お
い
て
も
最
も
人
気
の
あ
る

演
目
。

冒
頭
の
次
第
、
勧
進
帳
の
読
み
上
げ
、

富
樫
と
弁
慶
の
山
伏
問
答
、
折
檻
、

義
経
弁
慶
の
し
ん
み
り
と
し
た
情

愛
、
弁
慶
の
延
年
の
舞
、
幕
外
の
飛

び
六
法
の
引
っ
込
み
な
ど
、
多
く
の

見
ど
こ
ろ
と
、
と
く
に
長
唄
の
優
れ

た
曲
調
で
観
客
を
魅
了
す
る
。

〈
儀
式
的
囃
子
〉

囃
子
方
の
役
割
は
、
演
目
中
で
の
音
楽
の

演
奏
だ
け
で
な
く
、
公
演
全
体
に
必
要
な

鳴
り
物
も
担
当
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

芝
居
が
上
演
さ
れ
る
こ
と
を
伝
え
る
櫓
太

鼓
や
一
番
太
鼓
、
打
ち
出
し
な
ど
の
儀

式
・
儀
礼
的
な
演
奏
も
あ
る
。
今
回
は
、

公
演
の
前
後
に
次
の
も
の
演
奏
し
て
い
た

だ
く
。

・
着
到

能
管
、
太
鼓
、
大
太
鼓

開
幕
30
分
ほ
ど
前
に
打
つ
囃
子
。

「
お
多
福
来
い
来
い
、
お
多
福
来
い

来
い
」
と
打
っ
て
い
る
。

・
打
ち
出
し

大
太
鼓
・
拍
子
木

一
日
の
公
演
の
終
演
を
知
ら
せ
る
囃

子
で
、
大
太
鼓
に
よ
る
独
奏
で
、
狂

言
方
に
よ
る
拍
子
木
も
被
せ
る
。
最

初
、
激
し
く
、
だ
ん
だ
ん
ゆ
っ
く
り

に
な
り
「
出
て
け
、
出
て
け
」
と
打

つ
。
別
名
「
追
い
出
し
」
と
も
。
最

後
に
太
鼓
の
縁
を
カ
タ
カ
タ
カ
タ
と

打
つ
の
は
、
劇
場
入
り
口
の
木
戸

（
鼠
木
戸
）
を
閉
め
て
、
鍵
を
掛
け

る
音
を
摸
し
た
も
の
と
い
う
。

（
赤
間
　
亮
）

明治35年（1902）組上絵に描かれた囃子方　国立音楽大学所蔵
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昭
和
48
年
　
京
都
に
て
中
村
流
三
世
家
元
　
中
村
寿
鶴
の
長
男
と
し
て
生
れ
る
。幼
少
の

頃
よ
り
父
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
。

昭
和
62
年
　
父
の
伯
母
で
あ
る
藤
舎
流
宗
家
　
藤
舎
せ
い
子
師
に
入
門
。

平
成
３
年
　
プ
ロ
の
邦
楽
演
奏
家
と
し
て
各
公
演
に
出
演
。

平
成
12
年
　
父
の
前
名
で
あ
る
中
村
寿
慶
の
名
を
二
代
目
と
し
て
襲
名
。

現
在
、
歌
舞
伎
、
日
舞
、
各
邦
楽
演
奏
会
に
多
数
出
演
。
ま
た
、
大
蔵
流
狂
言
の
茂
山
家
と

の
新
作
狂
言
や
ド
イ
ツ
の
カ
ン
マ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
ブ
レ
ー
メ
ン
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
等
、ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
も
意
欲
的
に
活
動
中
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
演
奏

歌
舞
伎
の
・
・
・
・
・
・

下
座
音
楽
は
お
も
し
ろ
い

赤
間
　
亮

演

奏

歌
舞
伎
の
・
・
・
・
・
・

下
座
音
楽
は
お
も
し
ろ
い

赤
間
　
亮

中
村
　
寿
慶
（
な
か
む
ら
　
じ
ゅ
け
い
）

昭
和
47
年
　
佐
賀
県
伊
万
里
市
に
生
ま
れ
る
。
歌
舞
伎
囃
子
に
お
い
て
活
躍
す
る
囃
子

方
の
田
中
伝
兵
衛
、
田
中
勘
四
郎
、
田
中
長
十
郎
は
伯
父
に
あ
た
る
。

昭
和
63
年
　
中
学
卒
業
と
同
時
に
上
京
し
、
３
人
の
伯
父
の
元
、
五
年
間
の
研
鑽
を
重

ね
歌
舞
伎
座
に
て
初
舞
台
を
踏
む
。
以
来
、
歌
舞
伎
公
演
に
多
数
出
演
。

平
成
５
年
　
京
都
に
於
い
て
藤
舎
呂
悦
師
に
師
事
し
、
平
成
６
年
、
藤
舎
悦
芳
の
名
を

許
さ
れ
る
。

平
成
８
年
　
ハ
ン
ガ
リ
ー
建
国
一
一
〇
〇
年
祭
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
建
国
一
〇
〇
〇
年
祭

に
出
演
し
、
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
と
共
演
。
国
内
に

お
い
て
も
、
各
地
の
様
々
な
演
奏
会
を
は
じ
め
、
日
本
舞
踊
会
に
多
数
出

演
な
ど
、
国
内
外
で
活
躍
中
。

藤
舎
　
悦
芳
（
と
う
し
ゃ
　
え
つ
ほ
う
）

立
命
館
大
学
卒
業
。

長
唄
三
味
線
方
。（
財
）
杵
勝
会
所
属
。

長
唄
三
味
線
を
杵
屋
寿
浩
師
に
師
事
。
囃
子
・
小
鼓
を
藤
舎
呂
悦
師
に
師
事
。
杵
勝
会
、

東
成
会
等
の
長
唄
演
奏
会
に
出
演
。
平
成
15
年
チ
ェ
コ
共
和
国
プ
ラ
ハ
に
て
演
奏
。
国

内
・
歌
舞
伎
公
演
、
日
本
舞
踊
公
演
に
参
加
。
杵
屋
勝
寿
治
師
、
杵
屋
寿
浩
師
と
共
に

リ
サ
イ
タ
ル
「
三
代
の
会
」
を
開
催
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
—
Ｆ
Ｍ
、
Ｔ
Ｖ
に
出
演
。

現
代
邦
楽
・
古
典
邦
楽
演
奏
団
体
「
関
西
室
内
邦
楽
」
会
員
。
立
命
館
中
学
校
に
て
三

味
線
を
教
授
。
京
都
市
事
業
・
京
都
「
創
生
座
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
員
。
現
在
、

関
西
を
中
心
に
活
動
中
。

杵
屋
　
浩
基
（
き
ね
や
　
ひ
ろ
き
）

平
成
５
年
長
唄
三
味
線
を
今
藤
　
佐
敏
郎
氏
に
師
事
。
家
元
か
ら
今
藤
　
敏
之
の
名
を

許
さ
れ
名
取
り
に
な
る
。
以
後
、
市
川
　
猿
之
助
、
坂
田
　
藤
十
郎
、
松
本
　
幸
四
郎
、

市
川
　
染
　
五
郎
、
市
川
　
亀
次
郎
な
ど
の
歌
舞
伎
公
演
、
日
本
舞
踊
の
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
芸
能
花
舞
台
」
な
ど
に
出
演
。
他
に
津
軽
三
味
線
、
日
本
民
謡
な
ど
も
手
が
け
て
お
り

幅
広
い
三
味
線
音
楽
を
い
か
し
て
学
校
な
ど
で
講
習
を
開
く
な
ど
し
て
い
る
。

今
藤
　
敏
之
（
い
ま
ふ
じ
　
と
し
ゆ
き
）

立
命
館
大
学
文
学
部
卒
業
。

邦
楽
部
在
籍
中
に
琴
古
流
尺
八
を
学
ぶ
傍
ら
、

篠
笛
の

研
究
・
演
奏
を
始
め
、
２
世
藤
舎
名
生
に
師
事
。

平
成
４
年
、
華
生
の
名
を
許
さ
れ
、

本
格
的
な
演
奏
活
動
に
入
る
。
京
都
南
座
・
大
阪
松
竹
座
な
ど
、
松
竹
大
歌
舞
伎
に
出

演
の
ほ
か
、

文
楽
中
南
米
公
演
や
多
く
の
舞
踊
公
演
な
ど
に
出
演
し
、
主
に
関
西
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
。

藤
舎
　
華
生
（
と
う
し
ゃ
　
か
し
ょ
う
）

鳴
　
物

鳴
　
物

笛
　
方

三
味
線

三
味
線
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特

別

出

演

歌
舞
伎
の
・
・
・
・
・
・

下
座
音
楽
は
お
も
し
ろ
い

赤
間
　
亮

構

成

解

説

歌
舞
伎
の
・
・
・
・
・
・

下
座
音
楽
は
お
も
し
ろ
い

赤
間
　
亮

屋
号
成
駒
屋
。
定
紋
寒
雀
の
中
に
壱
。

中
村
翫
雀
の
長
男
。
祖
父
は
坂
田
藤
十
郎
。
母
は
吾
妻
流
家
元
の
吾
妻
徳
弥
。
平
成
７

年
１
月
大
阪
・
中
座
五
代
目
中
村
翫
雀
・
三
代
目
中
村
扇
雀
襲
名
披
露
興
行
『
嫗
山
姥
』

の
一
子
公
時
で
初
代
中
村
壱
太
郎
を
名
の
り
初
舞
台
。
平
成
13
年
９
月
新
橋
演
舞
場

『
鏡
獅
子
』
の
胡
蝶
を
踊
る
。

平
成
14
年
11
月
国
立
劇
場
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
十
一
段
目
討
入
の
茶
道
春
斎
。
平
成

15
年
夏
比
叡
山
薪
歌
舞
伎
で
『
橋
弁
慶
』
の
牛
若
丸
。
平
成
17
年
夏
比
叡
山
薪
歌
舞
伎

で
『
連
獅
子
』
の
狂
言
師
左
近
後
に
子
獅
子
の
精
。
同
年
10
月
歌
舞
伎
座
『
心
中
天
網

島
—
河
庄
』
丁
稚
三
五
郎
。
平
成
18
年
１
月
歌
舞
伎
座
坂
田
藤
十
郎
襲
名
披
露
公
演

『
伽
羅
先
代
萩
』
澄
の
江
。
同
年
７
月
松
竹
座
藤
十
郎
襲
名
披
露
公
演
『
連
獅
子
』
狂
言

師
左
近
後
に
仔
獅
子
の
精
。
同
年
８
月
国
立
劇
場
大
劇
場
二
世
藤
間
勘
祖
十
七
回
忌
追

善
藤
間
会
に
て
『
土
蜘
蛛
』
源
頼
光
。
平
成
19
年
５
月
「
近
松
座
歌
舞
伎
公
演
No.
18
」

に
『
鏡
獅
子
』
小
姓
弥
生
後
に
獅
子
の
精
。
同
年
７
月
松
竹
座
『
橋
弁
慶
』
牛
若
丸

『
身
替
座
禅
』
侍
女
千
枝
『
女
殺
油
地
獄
』
妹
お
か
ち
。
同
年
10
月
歌
舞
伎
座
『
牡
丹
燈

籠
』
女
中
お
竹
・
酌
婦
お
梅
。
平
成
20
年
３
月
歌
舞
伎
座
坂
田
藤
十
郎
喜
寿
記
念
『
京

鹿
子
娘
道
成
寺
』
の
所
化
。
同
４
月
松
竹
座
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
入
鹿
妹
橘
姫
『
双

蝶
々
曲
輪
日
記
』
藤
屋
吾
妻
『
於
染
久
松
色
読
販
』
髪
結
亀
吉
。
平
成
20
年
７
月
比
叡

山
薪
歌
舞
伎
に
『
藤
戸
』
浜
の
女
お
う
ら
、
な
ど
。

初
代

中
村
壱
太
郎
（
な
か
む
ら
　
か
ず
た
ろ
う
）

北
海
道
出
身
。

早
稲
田
大
学
文
学
大
学
院
に
て
歌
舞
伎
史
を
専
攻
し
、
演
劇
博
物
館
助
手
を
務
め
た
あ

と
、
平
成
３
年
か
ら
立
命
館
大
学
文
学
部
で
近
世
文
学
や
古
典
芸
能
な
ど
の
講
義
を
担

当
。
歌
舞
伎
出
版
物
の
研
究
を
専
門
に
し
、
現
在
は
役
者
絵
の
研
究
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。

同
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
で
の
映
像
や
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
に

よ
っ
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。 赤

間
　
亮
（
あ
か
ま
　
り
ょ
う
）

立
命
館
大
学
教
授



10

第
１
回
（
地
歌
）

○
タ
イ
ト
ル
　

日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
　

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
１

「
地
歌
は
お
も
し
ろ
い
」
　

○
開
催
日
時

平
成
18
年
５
月
18
日
（
火
）
　
午
後
６
時
半

○
出
　
演
　

演
　
奏

菊
原
光
治
氏
　

助
演
　
菊
央
雄
司
氏
　
菊
萌
文
子
氏

構
成
・
解
説

久
保
田
敏
子
氏
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
教
授
）

総
合
司
会

笠
谷
和
比
古
氏
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

第
２
回
（
謡
曲
）

○
タ
イ
ト
ル

日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
２

「
謡
曲
は
お
も
し
ろ
い
」
　

○
開
催
日
時

平
成
19
年
５
月
10
日
（
木
）
午
後
６
時
半

○
出
　
演

演
　
奏

金
剛
流
　
金
剛
永
謹
氏

（
助
吟
）
豊
島
晃
嗣
氏
　
宇
高
竜
成
氏

観
世
流
　
井
上
裕
久
氏

（
助
吟
）
吉
浪
寿
晃
氏
　
浦
部
幸
裕
氏

構
成
・
解
説

権
堂
芳
一
氏
（
演
劇
評
論
家
）

司
　
会

南
端
玲
子
氏

第
３
回
（
琵
琶
楽
）

○
タ
イ
ト
ル

日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
３

「
琵
琶
楽
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

平
成
19
年
11
月
29
日
（
木
）
午
後
６
時
半

○
出
　
演

演

奏
永
田
法
順
氏
（
日
向
盲
僧
琵
琶
、
浄
満
寺
住
職
、
宮
崎

県
無
形
文
化
財
）

田
中
旭
泉
氏
（
筑
前
琵
琶
日
本
橘
会
）

須
田
誠
舟
氏
（
薩
摩
琵
琶
正
派
　
日
本
琵
琶
楽
協
会

理
事
長
）

構
成
解
説

山
川
直
治
氏
（
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
主
席
芸
能
調

査
役
）

司
　
会
　
　
　
　

南
端
玲
子
氏

上

演

の

記

録

歌
舞
伎
の
・
・
・
・
・
・

下
座
音
楽
は
お
も
し
ろ
い

会
場
、
主
催
者
な
ど
は
今
回
と
同
じ
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〈京都和文華の会について〉

京都を基盤とする日本の伝統文化を広く紹

介し、その振興と発展を図ることを目的として

設立された任意団体で、京都の文化が好きな学

者、伝統工芸関係者、会社員等で構成されてい

ます。

本会は、広く市民を対象にして、京都を基盤

とする日本の伝統文化を紹介する場を設け、そ

の情報を発信することにより、わが国固有の文

化に対する理解を深め、伝統文化の振興と発展

を図り、もって世界の多様な文化を受容できる

精神的な土壌の育成に努めることを目的とし

て、次の活動、事業を行っていきます。

・京都の文化にかかわる芸術、芸能、学術、生

活文化等の振興を図る活動

・若い人たちに日本の文化を伝える活動

・伝統芸術、芸能の普及振興のための事業

・日本文化伝承のための事業

・その他、本会の目的を達成するための事業

京都和文華の会

〒611—0033

宇治市大久保町上ノ山51—35

TEL／FAX 0774—43—7577

主　　催 京都和文華の会
共　　催 真如苑
協　　力 立命館大学アート・リサーチセンター

社団法人　京都デザイン協会
ＮＰＯ法人　京都文化企画室
ＮＰＯ法人　檜の会

特別出演 中村壱太郎

演　　奏 中村寿慶（鳴物・コーディネーター）

藤舎悦芳（鳴物）

藤舎華生（笛方）

杵屋浩基（三味線）

今藤敏行（三味線）

構成解説 赤間　亮（立命館大学教授）

司　　会 南端玲子

舞台監督 吉田雅敏（（財）京都文化財団・府民ホール）

照　　明 北西洋之（（財）京都文化財団・府民ホール）

音　　響 鈴木英嗣（（財）京都文化財団・府民ホール）

大 道 具 （株）京都舞台美術製作所

映像記録 立命館大学アート・リサーチセンター
写真記録 武士眞二
写真記録 秦　晴夫（NPO法人 京都文化企画室）

企画制作 京都和文華の会




